
2010 年 12 月 16 日 

 

Copyright © 2010 Yano Research Institute Ltd. 

スポーツアパレル市場に関する調査結果 2010 

【調査要綱】 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
【調査結果サマリー】 

◆2010 年のスポーツアパレル国内出荷市場は、前年比 100.3％とほぼ横ばいの見込み 
2010年のスポーツアパレル国内出荷市場規模（メーカー出荷額ベース）は、前年比100.3％の5,143億7,000万

円の見込みである。トレーニングウエアやアウトドアウエア、サッカーウエアなどがプラス成長となった一方で、ゴル

フウエアやライフスタイルウエア、サッカーを除く競技系全般、スキー・スノーボードウエアが落ち込んだ。2010年

は需要のピークである春先の冷え込みや夏から秋にかけての厳しい暑さ等、気象環境が競技の活動回数に制限

を与えた種目もあり、市場に大きく影響を与えた。また、全般的に通常価格販売の期間が短くなる傾向にあり、単

価の下落が市場縮小に拍車をかけた。 
 

◆陸上競技・ランニングウエア市場が唯一の二桁成長 
2010 年の陸上競技・ランニングウエア国内出荷市場規模は前年比 118.2%の 128 億円の見込みである。ランニ

ングブームが市場を下支えしているほか、コンプレッションアンダーウエア注の好調が市場拡大に寄与した。コン

プレッションアンダーウエアはメーカー各社が注力している分野であり、ボトムスを中心に活況を呈している。 
 

注：コンプレッションアンダーウエアとは、体を締め付け筋肉のブレを抑えるタイプや、運動時の動作に合わせた生地裁断が施された

もの、またはテーピング機能を用いて関節などのサポートを有するタイプのトップスやボトムス。着用することにより、疲労軽減や運動

能力向上などの効果が期待されるウエアをさす。機能性アンダーウエアとも呼ばれる。 
 

◆トレーニングウエア市場は、プラス成長へ転じるも小売市場では販売不振が続く 
2010 年のトレーニングウエア国内出荷市場規模は、前年比 101.4％の 1,207 億 8,000 万円の見込みである。メ

ーカー出荷ベースでは前年からプラス成長へと転じるが、小売市場では不要不急の消費が伸び悩むなかでトレ

ーニングウエアの販売不振に陥る店舗が多い。今後、供給過剰による需給バランスの乱れが懸念される。 
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矢野経済研究所では、次の調査要綱にてスポーツアパレル市場の調査を実施した。 

1．調査期間：2010 年 9 月～11 月 

2．調査対象：スポーツ関連企業・メーカー・卸売業・小売業約 300 社 

3．調査方法：当社専門研究員による直接面談、電話・e-mail によるヒアリング、ならびに郵送アンケート調査を併用 
 

＜スポーツアパレルとは＞ 

本調査におけるスポーツアパレル市場とは、トレーニングウエア、ゴルフウエア、アウトドアウエア、ライフスタイルウエ

ア、サッカー・フットサルウエア、野球・ソフトボールウエア、テニスウエア、スイムウエア、フィットネスウエア、陸上競技・ラン

ニングウエア、スキー・スノーボードウエア、バスケットボールウエア、バレーボールウエア、その他ウエアの主要 14 分野を

さす。その他ウエアには、柔道・空手・ラグビー・マリンスーツ・卓球ウエア等が含まれる。本年からカテゴリーの見直しと追

加を行ったため、全体市場規模等、過去の調査の数値と一致しない箇所がある。 
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【 調査結果の概要 】 
1. 市場概況 

2010 年のスポーツアパレル国内出荷市場規模（メーカー出荷金額ベース）は、前年比 100.3％の 5,143 億
7,000 万円の見込みである。以下、2010 年のカテゴリー別市場概況を記述する。 

 
1-1. トレーニングウエア 

小売市場では景気の悪化によって販売不振に陥る店舗が多いが、メーカー出荷ベースでは前年比 101.4％の
1,207 億 8,000 万円とプラス成長を見込む。だが今後、供給過剰による需給バランスの乱れが懸念される。 
1-2. ゴルフウエア 

春や秋の需要期の天候不順に加え、機能性アンダーウエアや、それを軸としたレイヤード（重ね着）スタイルが
行き渡り、新たなスタイリングの提案が結果として行われなかったことで前年比 99.6％の 935 億円とマイナス成長
の見通しである。 
1-3. アウトドアウエア 

エコや健康ブームを背景とした中高年層の増加は一服感がみられるが、「山ガール」と呼ばれる 20～30 歳代
女性の新規参入とアウトドアウエアのファッション性が向上したことにより需要が拡大し、前年比 105.6％の 587 億
円とプラス成長の見込みである。 
1-4. ライフスタイルウエア   

ファストファッションの台頭によって、スポーツテイストのカジュアルウエアは市場を侵食されており、前年比
94.8％の 446 億 2,000 万円と縮小見込みである。 
1-5. サッカー・フットサルウエア 

サッカーワールドカップが開催されたものの大きな波及効果には至らず、前年比 100.7％の 366 億 5,000 万円と
見込む。 
1-6. 野球・ソフトボールウエア 

野球人気の低迷や、最需要期となる 4 月に降雪を記録するといった天候不順に加え、機能性アンダーウエア
の需要一巡などにより、前年比 97.6％の 289 億 2,000 万円と縮小する見込みである。 
1-7. テニスウエア 

テニス人口の減少や、一般社会人向けのウエアは規則が曖昧のため非テニスウエアでのプレー参加が増加し
ている結果、前年比 95.8％の 251 億円とマイナス成長の見通しである。 
1-8. スイムウエア 

ＦＩＮＡ（国際水泳連盟）の水着に対するルール改正があったものの、マスターズスイマー（社団法人 日本マス
ターズ水泳協会に登録するスイマー）の間で承認水着への買い替えが進まなかったことや、フィットネススイマー
が減少していることもあり、前年比 98.4％の 189 億円と縮小する見込みである。 
1-9. スキー・スノーボードウエア 

温暖化による積雪量の減少や、若年層を中心に娯楽が多様化していることで新規参加人口が伸び悩み、前年
比 96.9％の 154 億円とマイナス成長の見通しである。 
1-10. フィットネスウエア 

ジムフィットネスやヨガ、ピラティス、エアロビクスダンスといったエクササイズでの需要は減退している一方で、
新たにランニング用途としての需要を取り込んでいる。前年比 100.6％の 138 億 3,000 万円と拡大を見込む。 
1-11. 陸上競技・ランニングウエア 

美容・健康志向の高まりを背景にカジュアル感覚で参加した初心者が、レースに出場しタイムを追求する方向
へ向かうなど、楽しみ方が多様化している。こうしたランニングブームが市場を下支えしているほか、メーカー各社
が注力しているコンプレッションアンダーウエアの出荷実績が好調であったことで、前年比 118.2％の 128 億円と
二桁成長する見通しである。 
1-12. バスケットボールウエア 

ミニバス（ジュニアバスケットボール）と中高部活動層による底堅い競技人口に下支えされ安定した推移を見せ
ており、2010 年はほぼ横ばいの前年比 99.9％、75 億 6,000 万円と見込む。 
1-13. バレーボールウエア 

中高部活動層と家庭婦人層の競技人口が年々減少しているほか、節約志向の高まりによって単価が下落する
傾向にあり、2010 年の出荷額は前年比 99.0％の 48 億円の見込みである。 
 
2. 将来予測 

2011 年のスポーツアパレル国内出荷額は前年比 101.1％の 5,198 億 2,000 万円にて推移すると予測する。ア
ウトドアウエアや陸上競技・ランニングウエア、フィットネスウエアなどが健康・美容志向の高まり、ランニングブーム
によって堅実なプラス成長を遂げると予測する。 

一方、ファストファッションや低価格カジュアル衣料チェーンの台頭は、消費者の購買チャネルが変化するなど
スポーツアパレル市場にも大きな影響を与えている。ただ、スポーツメーカー各社は価格競争力で対抗するよりも、
高い技術力を活かして他のカジュアル衣料チェーンが追随できない機能性を追求し、付加価値の高い商品を提
供していくことが重要であると考える。 
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表 1. スポーツアパレル国内市場規模推移 

単位：百万円、  上段：構成比、下段：前年比 

   

     

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1：メーカー出荷金額ベース 

注 2：（見）は見込値、（予）は予測値 

注 3：本年からカテゴリーの見直しと追加を行ったため、全体市場規模等、過去の調査の数値と一致しない箇所がある。

矢野経済研究所推計 

2008年 2009年 2010年(見) 2011年(予)

% % % %

124,000 23.3% 119,170 23.2% 120,780 23.5% 123,220 23.7%

- 96.1% 101.4% 102.0%

98,100 18.5% 93,900 18.3% 93,500 18.2% 93,000 17.9%

- 95.7% 99.6% 99.5%

54,800 10.3% 55,600 10.8% 58,700 11.4% 61,800 11.9%

- 101.5% 105.6% 105.3%

54,500 10.3% 47,090 9.2% 44,620 8.7% 43,880 8.4%

- 86.4% 94.8% 98.3%

38,400 7.2% 36,400 7.1% 36,650 7.1% 36,500 7.0%

- 94.8% 100.7% 99.6%

30,460 5.7% 29,630 5.8% 28,920 5.6% 28,830 5.5%

- 97.3% 97.6% 99.7%

26,900 5.1% 26,200 5.1% 25,100 4.9% 24,300 4.7%

- 97.4% 95.8% 96.8%

20,600 3.9% 19,200 3.7% 18,900 3.7% 19,100 3.7%

- 93.2% 98.4% 101.1%

17,300 3.3% 15,900 3.1% 15,400 3.0% 15,050 2.9%

- 91.9% 96.9% 97.7%

13,000 2.4% 13,750 2.7% 13,830 2.7% 14,210 2.7%

- 105.8% 100.6% 102.7%

9,050 1.7% 10,830 2.1% 12,800 2.5% 14,110 2.7%

- 119.7% 118.2% 110.2%

7,750 1.5% 7,570 1.5% 7,560 1.5% 7,580 1.5%

- 97.7% 99.9% 100.3%

5,200 1.0% 4,850 0.9% 4,800 0.9% 4,780 0.9%

- 93.3% 99.0% 99.6%

31,190 5.9% 32,840 6.4% 32,810 6.4% 33,460 6.4%

- 105.3% 99.9% 102.0%

531,250 100.0% 512,930 100.0% 514,370 100.0% 519,820 100.0%

- 96.6% 100.3% 101.1%
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図 1. スポーツアパレル／カテゴリー別国内市場規模推移 

単位：百万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注 4：メーカー出荷金額ベース 

注 5：（見）は見込値、（予）は予測値 

注 6：本年からカテゴリーの見直しと追加を行ったため、全体市場規模等、過去の調査の数値と一致しない箇所がある。
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